
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 102,468 103,977 105,334 118,703

事業費

の内訳

令和3年度決算

・リサイクルプラザ宮の沢指定管理業務　２４，２３３千円
・発寒工房、リユースプラザ、地区リサイクルセンター運営管理業務　４０，４７１千円
・リサイクル品等収集運搬業務　２９，８１３千円
・機械警備業務（３か所）　４５５千円
・その他　１，７２２千円

令和4年度予算

・リサイクルプラザ宮の沢指定管理業務　２４，２３３千円
・発寒工房、リユースプラザ、地区リサイクルセンター運営管理業務　４９，７３３千円
・リサイクル品等収集運搬業務　３２，８１８千円
・機械警備業務（３か所）　３９６千円
・その他　２，８８３千円

人工 1.2 1.2 1.2 1.2

人件費 8,640 8,640 8,640 8,640

事業費 93,828 95,337 96,694 110,063

うち特定財源 13,464 11,632 11,632 12,907

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市リサイクルプラザ条例、札幌市リサイクルプラザ条例施行規則

他都市の状況

他政令市では、千葉市、堺市、熊本市を除く１６都市がリユース品を提供する施設やごみ減量啓発を行う施設など
を設置しており、仙台市や福岡市など１３市では２か所以上の施設を設置している。これまで、神戸市や熊本市な
ど、事業の見直し等により一部施設を閉鎖した市もある。

実施結果

・リサイクルプラザ宮の沢及びリユースプラザの来館者数
Ｒ２年７１，１７６人→Ｒ３年４３，９４６人（対前年比３８．３％減）
・両プラザのごみ減量に係る教室・講座・イベント等の参加者数
Ｒ２年８，１４１人→Ｒ３年５，３４０人（対前年比３４．４％減）
・両プラザのリユース家具等の販売数
Ｒ２年３，９６７個→Ｒ３年２，５１７個（対前年比３６．６％減）

事業実施における
工夫点

各施設（リサイクルプラザ宮の沢、リユースプラザ、発寒工房、地区リサイクルセンター）の管理運営を民間団体に
担ってもらうことで、市民の視点からの各種啓発事業を実施している。

対象者 市民 開始 平成12 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

ごみ排出量の減量（1人1日当たり100gの減量）
家庭から出る廃棄ごみ量の減量（1人1日当たり340g以下）

長期

市民が廃棄物の減量及び資源の有効活用に関する知識と理解を深め、自主的に活動することにより、家庭から出
る廃棄ごみ量を減量する。

取組内容

リサイクルプラザ宮の沢、発寒工房・リユースプラザで、次の事業を行う。
①リユース家具等の清掃・整備・保管・展示提供②教室・講座・イベント等による普及啓発
※リサイクルプラザ宮の沢において、Ｒ３．３～Ｒ４．１は所在施設が改修工事のため市民利用停止となったことか
ら、一時的に移転し、事業は別会場で実施する等の対応を行った。
地区リサイクルセンターで、次の事業を行う。
①新聞・雑誌や古着など、２２品目の資源物等を持ち込める回収拠点の運営
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◎検証（振り返り）

■ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
新型コロナウイルス感染症対策による影響が大きく、いずれの指標も目標を下回ってしまったが、動画の活
用など、ウィズコロナ下における事業継続のための創意工夫が行われたほか、感染症対策を徹底した上で
利用者のニーズに合わせた教室講座等を実施した。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

新型コロナウイルス感染症対策を徹底の上、継続して現在の業務を実施していく。

予算
継続して現在の業務を実施していく。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

利用者のニーズに合わせるため、アンケート結果などを踏まえ、教
室・講座の内容を見直した。またリサイクルプラザ宮の沢は、改修工
事に伴う一時移転にあわせた事業を検討・実施した。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

３Ｒ（リデュース「発生・排出抑制」、リユース「再使用」、リサイクル「再生利用」）の中でも特に２Ｒ（リデュース・
リユース）を推進するために、施設における展示手法の見直しなど、有効な事業の検討が必要である。
また、若年層の来館促進に向けて、子供向けの事業を積極的に実施し、広報手法や教室・講座などの内容
を検討することが必要である。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

市民団体への委託等により施設運営を行うことは、市民目線からの啓発事業を可能としており、
適切かつ効率的な手法である。
また、リユース家具等の展示提供や、講座等の事業を実施することは、ごみ減量や資源の有効活
用の推進及び普及啓発において効果的な手法である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

リサイクルプラザ宮の沢で実施したアンケートにおいて、利用者の満足度については「とても満
足」「ほぼ満足」の回答が８２．６％を占めたほか、教室等の満足度については「とても満足」「満
足」の回答が９７．２％を占めた。
また、リユースプラザで実施したアンケートにおいて、利用者の満足度について「とても満足」「ほ
ぼ満足」の回答が９０．５％を占めた。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

来館者数、講座・イベント等の参加者数、リユース家具等の販売数のいずれも目的を達成するこ
とができなかったが、新型コロナウイルス感染症対策のための休館やイベント中止のほか、リサイ
クルプラザにおいては施設の改修工事に伴う休館・一時移転などの影響によるものであり、柔軟
な対応が求められる状況の中で、最大限の能力を発揮した。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

新型コロナウイルス感染症対策に伴う休館などにより、予定していた教室・講座の一部を行うこと
ができなくなってしまったが、延期するなど臨機応変な対応を行った。また、利用者のニーズにあ
わせて計画・実施されており、感染症対策に係る制約がある中で、内容、実施回数、経費等適切
な規模であった。

項目 判定 理由

68,000人 43,946人 99,800人

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

5,340人 17,200人

成果指標１

指標名 来館者数（リサイクル・リユースプラザ）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

71,176人

3,600個

活動指標２

指標名 教室イベント等の参加者数（リサイクル・リユースプラザ）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

8,141人 10,000人

活動指標１

指標名 リユース家具等の販売数（リサイクルプラザ・リユースプラザ）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

3,967個 3,100個 2,517個


